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金…木漣…“だ認託魂…よ露…り

八
川
卜
此
川
、
中
央
公
民
航

で
成
人
を
祝
う
公
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
八
川
に
公
が
川
か
れ
る

よ
う
に
な
っ
て
か
ら
兀
川
川
の

今
年
は
、
参
加
打
も
約
而
バ
ト

橘
と
ふ
え
、
服
装
も
以
帥
と
速

い
、
持
物
菱
は
あ
ま
り
兄
ら
れ

ま
せ
ん
で
し
た
。

川
歴
ほ
か
米
蛮
の
祝
畔
に
こ

た
え
、
折
成
人
を
代
炎
し
て
秋

元
雄
一
桝
が
”
り
っ
ぱ
な
お
と

な
に
な
り
ま
す
”
と
拝
辞
し
て

い
ま
し
た
。
成
人
に
な
ら
れ
た

〃
々
は
次
の
と
お
り
で
す
。

（
昭
州
凡
卜
川
年
）

※
金
木
（
カ
ッ
コ
内
Ⅲ
僻
、
眼
）

〔
本
町
〕
沢
川
唯
併
露
止
）
〔

栄
町
〕
金
沢
嶺
昭
（
柾
雄
）
瞠

尼
初
叫
（
叩
）
鈴
木
紫
ｆ
（
文

行
）
尼
野
災
押
併
（
本
人
）
雌

止
災
紀
（
良
造
）
叫
海
降
弘
（

災
外
）
小
林
進
共
三
キ
）
膝

に
敬
。
ｆ
・
喉
ｆ
（
栄
）
川
中
近

火
（
敬
摘
）
〔
南
新
町
〕
正
利

評
宋
予
（
栄
次
）
秋
付
良
子
｛

椛
作
）
渋
芥
碑
（
惟
出
）
〔
上

山
道
町
〕
中
村
ハ
・
〃
（
唾
）
〔

中
山
道
町
〕
藤
疋
Ｍ
ｆ
（
良
次

郎
）
庁
Ⅲ
み
つ
〈
陽
一
郎
）
北

川
久
・
』
（
利
雄
）
藤
元
帆
芙
（

腋
几
郎
）
川
小
禰
峅
（
淌
淀
）

新
成
人
紹
介

〔
下
山
道
町
〕
簡
閂
ｆ
一
・
（
文

昭
）
脇
神
体
ｆ
（
功
性
）
〔
美

晴
町
〕
知
崎
八
千
代
（
戊
雌
）

鯨
川
津
也
（
災
二
Ｋ
膿
抽
（

昭
二
〔
昭
和
町
〕
町
川
吐
元

（
遊
山
）
山
崎
年
職
（
仮
ご

吋
賜
ｆ
↑
（
腋
止
）
・
円
川
綱
・
卜

（
り
ど
川
川
蝦
弘
（
戦
勝
）

柵
肚
暇
（
リ
サ
）
藤
川
当
狐
（

紫
）
〔
旭
ヶ
岡
団
地
〕
南
九
弾

災
・
卜
（
彰
宏
）
外
崎
イ
ク
ー
ル
（

Ｚ
工
〔
大
東
ヶ
丘
〕
川
瀬
枇

紀
犬
、
（
強
梢
）
〔
朝
日
町
〕
川

川
雌
彌
（
山
行
）
小
山
内
雌
に

（
政
次
郎
）
工
藤
文
子
（
・
弘

）
古
川
仰
噸
（
佐
エ
川
）
〔
神

明
町
〕
阿
部
陽
一
（
久
論
）
曲

内
克
彦
（
蚊
）
安
川
ト
モ
ｆ
（

柾
川
郎
）
水
止
学
。
（
灘
淀
伎

）
〔
北
新
町
〕
川
崎
碓
・
〃
（
惣

太
郎
）
山
川
ひ
と
み
（
文
抽
郎

）
秋
芥
樵
ｆ
（
柵
）
〔
寺
町
〕

怯
品
浩
人
（
肛
栄
）
柴
川
牧
子

（
秀
雄
）
〔
芦
野
町
〕
中
村
忠

子
（
庁
、
水
）
角
川
搾
＠
〃
（
泌
服

）
白
川
兇
（
本
人
）
〔
新
富
町

〕
卯
川
汀
介
代
（
俊
論
）
松
尼

と
即
（
脈
一
郎
）
中
付
興
り
（

服
・
水
）
・
・
砿
搾
袷
（
勝
利
）
〔

若
松
町
〕
小
肝
岻
人
（
止
権
）

松
雌
〃
（
旺
肌
郎
一
川
藤
棚
ｆ●

（
良
成
）
吋
賜
存
淀
へ
砿
唯
）

澗
肝
久
霊
ご
大
川
俊
成
（
淀

川
）
今
昭
徳
（
本
人
）
藤
川
洲

紀
（
亮
・
ご
〔
見
崎
町
｝
三
淵

多
化
子
（
州
叫
）
〔
米
町
〕
高

陥
良
・
卜
｛
雄
三
小
品
忠
災
・
卜

（
俊
雄
）
朏
淵
芙
脚
・
卜
（
冊
（

）
肝
桝
唯
子
（
『
、
、
ヅ
ョ
）
〔
川

端
町
〕
池
川
川
端
（
庁
太
郎
）

股
尼
晃
彦
（
折
太
郎
）
〔
芦
野

団
地
〕
木
村
ゆ
う
ｆ
（
好
勝
一

今
栄
災
（
陽
・
と
〔
藤
枝
〕
岬

川
聡
（
川
雌
）
小
山
内
む
つ
（

係
一
Ｋ
膝
学
〆
（
ｆ
二
郎
）

外
崎
裕
・
肺
（
川
）
肛
帳
文
久
〈

蝿
即
）
Ｋ
膝
・
出
〈
↑
叫
錐
）

成
川
唯
仁
（
ｆ
・
ゞ
・
）
埖
汁
ト
モ

腓
（
繁
雄
）
〔
下
宇
田
野
〕
泉

芥
旺
路
（
正
雄
）
中
芥
哩
災
（

蒋
代
川
一
中
芥
広
惟
（
松
川
）

〔
上
宇
田
野
〕
巾
芥
膨
峅
（
ｆ

六
郎
）
工
藤
芳
眠
（
腋
次
郎
）

中
谷
光
江
（
余
校
）
〔
女
坂
〕

戎
利
旺
彦
（
塊
太
郎
）
膿
芥
川

広
（
佐
氏
術
）
泉
谷
剛
川
（
川

昭
）
〔
林
下
〕
ｎ
川
描
Ⅲ
（
令

肋
）
〔
湯
の
川
〕
ｎ
川
荊
紀
卜

（
イ
サ
）
中
芥
年
文
（
ミ
ツ
）

〔
神
原
〕
秋
元
地
〈
束
肋
）

●
。
．
く
，
匠
文
院
（
避
眼
）
川
川
が
ト

ー
ｊ（

礼
と
肋
）
、
那
谷
尤
造
（
頂

城
）
咄
海
描
と
（
・
２
ｋ
服
作
）

〔
蒔
田
〕
古
川
好
挙
（
ト
キ
）

徳
川
照
民
（
低
し
）
白
川
輝
彦

一
消
光
）
、
川
枠
論
（
腋
溌
翼

川
中
江
久
代
（
忠
戯
）
・
川
川
雌

仁
（
雌
螂
）
佐
膿
紀
心
子
（
サ

ッ
）
秋
元
綿
油
（
齢
求
｝
斉
藤

松
男
（
だ
．
）
他
川
テ
ィ
一
ｆ
｛

政
雄
）
〔
沢
部
〕
白
川
ｒ
秋
一

欣
迪
）
祁
品
文
・
卜
（
修
論
）
・
岡

川
稚
戯
（
惟
雄
）
。
ｎ
川
弘
行
〈

土
突
〃
）

※
淵
瀬

〔
上
小
票
崎
〕
山
中
千
仙
俳
（

竹
作
）
嫌
川
俊
・
・
（
ス
サ
）
〔

中
小
票
崎
〕
小
松
進
（
サ
キ
）

伽
〃
川
仁
ラ
ミ
ョ
）
〔
下
小

票
崎
〕
伊
膿
降
慈
（
澗
慈
）
灘

川
正
江
｛
川
化
）
伊
膝
典
理
ｆ

（
柾
雌
）
伊
藤
修
（
定
雄
）
〔

上
派
立
〕
沢
川
Ⅲ
災
（
久
芙
）

沢
川
北
花
ｆ
（
川
美
）
〔
中
派

立
〕
伊
藤
視
刈
（
帆
子
）
〔
下

派
立
〕
山
中
杵
・
・
二
昭
二
櫛

引
作
蒋
（
繁
松
）
内
海
淑
眠
（

枯
幟
）
〔
上
新
町
〕
対
賜
論
川

（
論
好
）
が
山
文
明
（
耐
雄
）

叫
海
枇
代
（
測
樹
〉
〔
下
新
町

〕
水
ト
ー
山
巾
〈
一
山
進
）
〔
下
昭

和
町
〕
今
ゆ
い
β
』
（
典
碓
）
沢

川
公
（
雌
）
阿
部
腋
・
・
（
水
太

郎
）
〔
上
昭
和
町
〕
木
〃
安
雌

災
（
久
一
）
木
〃
班
典
（
災
摘

）
小
庶
ｆ
脈
ｆ
（
秀
川
郎
）
〔

冷
水
〕
斤
藤
焼
（
↑
山
）
今
雌
秋

●
〈
暁
樹
｝
沢
川
悲
江
（
憲
迦
一

山
巾
偏
弘
（
芳
眺
）
山
中
放
散

（
文
稚
一
献
付
春
彦
一
拍
太
郎

）
今
弘
岫
（
金
ご
今
弘
帥
（

洋
代
論
）
〔
後
町
）
斉
藤
恵
美

子
〈
吐
志
）
鴫
抑
公
徳
屈
豐

山
中
忠
伽
ｒ
（
命
吾
）
川
中
幸

子
（
慨
次
郎
）
〔
下
古
町
〕
内

海
比
凸
江
（
勘
Ｌ
ｃ
ｎ
崎
秀
紫

（
忠
は
）
〔
上
古
町
〕
咄
海
城

摘
（
俊
冊
）
中
村
此
墹
ｒ
（
服

道
）
沢
川
推
侃
ｆ
（
八
）
川
川

竹
征
（
脈
光
）
〔
新
誠
町
〕
北

Ⅱ
り
り
・
卜
（
チ
セ
）
山
中
柵
（

林
二
秋
↓
北
洋
子
（
惣
之
進
）

〔
新
提
町
〕
尼
肝
服
従
〈
雌
明

）
〔
下
鍛
治
町
〕
水
卜
淌
勝
（

術
↑
）
撫
川
ｎ
ｆ
（
サ
ッ
コ
）

〔
下
中
柏
木
〕
脈
川
未
利
〃
ル
（

典
川
郎
）
脈
川
岬
〈
川
棚
）
冊

陥
忠
淀
ｒ
（
光
叫
）
川
小
児
川

（
術
太
郎
）
脈
川
忠
典
（
勘
術

門
）
峨
川
郁
碓
一
服
砧
｝
〔
上

中
柏
木
〕
小
山
内
災
押
ｆ
（
み

さ
）
原
川
牧
・
卜
（
膿
松
）

※
洋
良
巾

〔
川
端
町
〕
今
沽
ｒ
（
恋
唯
）

古
川
血
ｆ
（
だ
光
）
伽
丸
川
榊

化
・
ｆ
（
秀
昭
）
似
丸
川
綴
（
金

作
）
古
川
さ
ち
〃
ｆ
〈
服
川
）
〔

下
町
〕
今
求
ｆ
（
淌
災
棚
）
今

忠
災
ｆ
一
災
・
）
〔
下
柏
木
町

〕
今
優
ｆ
－
タ
ョ
）
近
藤
狐
災

・
卜
（
川
美
）
〔
上
柏
木
町
）
今

″
刊
・
ｆ
一
万
肛
作
）
Ｆ
唯
典
惚

一
潔
災
）
〔
南
本
町
〕
今
龍
一
一

（
京
二
今
馴
彦
（
雌
三
）
股

帷
聡
（
・
山
次
郎
）
古
川
糊
広
〈

繩
雄
）
伊
丸
岡
川
ｆ
壼
呈
古

川
良
夫
（
樅
唯
）
〔
下
派
立
〕

仰
″
久
惟
（
ｆ
稚
）
大
怖
郁
也

素
Ｕ
〔
上
派
立
〕
桑
川
降
幣

（
臆
川
）
価
丸
岡
仲
彦
（
戎
此

郎
）
桑
川
ｆ
・
・
論
一
州
論
）
米

芥
仰
と
（
仏
九
即
）
川
中
川
ｆ

一
価
光
）
〔
双
葉
町
〕
斤
膝
兇

彰
（
利
雄
）
窺
川
ゆ
り
か
（
淌

川
）
嫌
川
粘
叫
｛
武
）
内
航
州

ｆ
（
修
）
〔
野
崎
〕
岡
川
優
掩

碓
（
雌
↑
．
即
）
川
村
降
明
（
リ

セ
）
叫
海
剛
（
併
）
〔
林
町
〕

今
慶
川
（
暁
・
八
郎
）
閲
脚
光
・

（
企
几
郎
）
川
村
搾
（
昭
．
△

米
芥
及
旋
ｆ
｛
キ
ス
）
〔
東
岩

見
町
〕
人
橘
俊
（
ｆ
を
夫
）
火

焔
系
論
（
蝦
汚
）
小
村
敏
ｆ
〈

腋
雌
）
木
〃
一
・
一
夫
（
ふ
さ
）
外

崎
友
子
（
那
庁
）
〔
西
岩
見
町

〕
伊
藤
師
＠
Ｊ
（
忠
作
）
斉
藤
求

ｆ
（
権
雄
）
近
雌
文
候
（
砂
片

）
桑
川
広
庭
（
川
，
と
〔
更
生

部
落
〕
蕗
内
友
ｆ
（
栄
迪
）
Ｋ

藤
川
（
川
械
）
成
川
ハ
利
（
楽

．
・
・
）
Ｉ
膿
久
ｆ
（
俊
珊
）
今
昭

雄
（
だ
ｆ
）
庁
崎
峠
ｆ
（
定
雄

峰
枠
一

砂
脆
岬
一

更
生

）
Ｋ

（
楽

へ
／
咄
￥

Ｉ
｜

定
雄
一

一 髭
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金… 木… …だ 翼覗麓…よ…り

一
巾
二
町
（
几
所
川
原
巾
、

金
木
町
、
中
咀
町
）
に
ま
た
が

る
小
川
川
上
地
改
良
区
の
総
代

選
挙
は
、
米
る
九
川
卜
・
一
Ⅱ
投

（ ）2

午
後

午
後
二
時
ま
で

午
開

理遍
訂ぐ

時

間

投
票
時
間１１

前
九
時
か
ら

三
時
か
ら

〃 〃 〃

班
Ⅱ
（
・
八
川
二
Ｉ
：
ｎ
が
杵
示

Ⅱ
）
と
決
ま
り
、
左
肥
の
時
川
、

甥
所
で
投
煥
お
よ
び
附
瑛
が
行

わ
れ
ま
す
。

総
代第

二
選
挙
区

（
金
木
町
）

第
四

号
飛
一
二

A器＝

外ク

ーー

． ＝ 一 一 一

A宍っ

列-）
投

、巴己

1韮

選
挙

投 西
不挙

区
而
一
く

１
Ｊ

』
ド
ン

〃〃 〃

●区
区

こ
の
総
代
遊
罐
の
選
裟
椛
荷

は
、
上
地
改
良
腱
の
組
合
ｕ
に

限
り
ま
す
。
（
八
川
一
一
卜
・
・
・
Ⅱ

現
在
お
よ
び
投
架
Ⅱ
現
在
の
細

介
乢
壷
格
を
有
す
る
人
、
昭
和

兀
卜
川
年
度
賦
採
迪
知
の
さ
れ

た
人
は
殆
人
ど
繊
巧
し
ま
す
。
）

さ
ら
に
被
遊
驍
惟
は
細
合
此

で
あ
っ
て
年
令
淌
・
一
卜
五
才
以

ｋ
の
人
に
あ
り
ま
す
。

細
介
乢
は
、
橘
繩
縦
臆
川
川

内
（
八
Ⅱ
・
・
卜
八
Ⅱ
か
ら
凡
川

Ⅲ
ま
で
の
Ⅲ
）
に
小
川
川
土

金
木
町
役
場

三
階
会
議
室

金
木
町
役
場

三
階
会
議
室

嘉
瀬
公
民
館

喜
良
市
生
活

改
善
セ
ン
タ
ー

川
倉
老
人

い
こ
い
の
家

投開

遍
く

正
司

fH1
－きる今｡
＝J，

所 所

地
改
良
区
に
出
向
い
て
選
泰
樅

を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

虻
候
袖
川
や
そ
の
他
詳
細
に

つ
い
て
は
金
木
町
遊
推
祷
理
委

凸
会
悔
務
川
か
小
川
川
上
地
改

良
Ⅸ
に
お
た
ず
ね
し
て
く
だ
さ

い
◎

金
木
・
蒔
田
・
神
原

川
倉
・
藤
枝

喜
良
市

嘉
瀬
・
中
杣
木

区

域

●
観
光
地
、
唯
物
は
人
・
人
・

人
。
Ⅱ
本
も
外
川
も
レ
ジ
ャ
ー

を
楽
し
む
人
々
で
一
杯
。
社
会

は
、
そ
ん
な
風
潮
に
な
っ
て
き

た
の
だ
か
ら
仕
〃
が
な
い
。
「
太

宰
の
ふ
る
さ
と
金
木
」
に
も
杣

哨
な
人
数
が
米
町
し
て
い
る
。

一
、
雌
枝
洲
池
は
里
分
も
枇
水

の
時
代
を
迎
え
た
。
一
Ⅱ
も
早

く
、
海
の
川
原
を
含
み
、
湖
畔

グ
ル
リ
州
を
ア
ス
フ
ァ
ル
＄
卜

歩
道
で
敞
莱
で
き
る
よ
う
に
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
未
だ
間

収
地
は
六
反
歩
に
も
棚
た
な
い
。

ま
た
賜
力
大
会
甥
方
伽
の
幣
術

も
必
要
。
梓
に
間
内
川
通
沿
線

の
盤
術
、
緑
化
が
趣
が
れ
る
。

↓
↑
、
鋤
の
川
冷
泉
の
よ
う
な
姻

寂
な
拙
泉
地
は
Ｉ
他
に
例
を

み
な
い
。
小
川
川
ダ
ム
、
町
憐

牧
賜
と
も
隣
接
し
て
い
る
。
よ

う
や
く
附
段
路
が
完
成
し
た
が

今
後
は
い
つ
で
も
人
海
で
き
る

よ
う
な
体
制
と
没
州
が
必
要
。

二
、
観
音
様
は
沸
瀬
駅
か
ら
至

近
で
あ
り
、
冬
の
ス
キ
ー
の
み

で
な
く
里
も
観
光
地
と
し
て
允

分
な
環
境
に
あ
る
。
溌
瀬
財
順

Ⅸ
布
地
（
ｎ
町
歩
）
と
州
俟
っ

て
今
後
一
人
企
画
、
盤
伽
が
必

要
。

川
、
噸
ｋ
か
ら
の
絶
蛾
が
格
別

で
あ
り
、
「
人
束
ヶ
丘
フ
ィ
ー

ル
ド
ア
ス
レ
チ
ッ
ク
」
雌
び
に

「
山
の
家
」
は
、
人
愈
儒
へ
の

ハ
イ
キ
ン
グ
コ
ー
ス
、
キ
ャ
ン

プ
塒
と
し
て
も
史
ら
に
宣
仏
が

必
要
。
こ
の
た
び
舗
装
路
が
完

正
し
た
が
、
史
ら
に
械
物
剛
、
｜

伽
物
間
な
ど
の
施
段
が
望
ま
れ

プ
つ
。

こ
ん
な
に
沢
山
の
立
派
な
観

光
演
源
を
灯
し
て
い
る
金
木
町

は
令
脚
で
も
数
少
な
い
。

Ｉ
、
各
観
光
吋
所
へ
の
道
路
、

段
術
の
完
備
。

Ⅱ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
観
光
岫
所
を
一

結
ぶ
観
光
ル
ー
ト
の
確
立
。

Ⅲ
、
各
観
光
吋
所
に
お
け
る
川

店
、
民
市
な
ど
受
け
入
れ
体
制

の
允
突
、
な
ど
尚
・
岬
の
努
力

一

が
必
要
。

「
観
光
の
町
」
づ
く
り
に
つ
い

て
、
町
民
の
皆
さ
ん
の
ア
イ
デ

ア
を
お
緋
ち
致
し
て
お
り
ま
す
。

毛4

一画
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金羅…木…だ翼髄翼…よ…り

「
盤
釣
り
」
と
い
え
ば
、
今

で
は
ち
ょ
っ
と
前
を
か
し
げ
る

だ
ろ
う
。
も
う
そ
ん
な
に
脳
も

珍
ら
し
く
な
っ
た
が
、
昭
測
卜

年
剛
ま
で
は
企
水
川
で
も
随
分

蛾
が
釣
れ
た
も
の
だ
。

太
い
鉄
線
で
祓
徒
一
尺
一
一
ｊ

ぐ
ら
い
の
丸
い
輪
を
作
る
。
典

中
が
鎧
に
な
る
よ
う
に
メ
ス
糸

で
網
を
締
ん
で
お
き
、
こ
れ
を

丸
い
蛾
の
山
方
に
糸
で
結
び
つ

け
、
川
の
加
減
糸
の
よ
う
に
一

本
に
ま
と
め
、
根
曲
り
竹
の
陸

い
端
に
し
っ
か
り
結
ぶ
。
こ
れ

で
隈
釣
り
の
遊
具
が
出
来
ｔ
り

川
は
川
ツ
ブ
の
紙
を
取
り
去

っ
た
の
を
、
細
い
針
金
に
述
し

帷
の
中
央
に
つ
け
る
。
川
ツ
プ

が
な
い
畔
は
マ
ス
の
狐
で
も
よ

い
。
そ
し
て
雛
が
隠
れ
て
い
そ

う
な
障
祥
物
の
近
く
に
そ
っ
と

仕
掛
け
て
お
く
。
一
人
で
卜
ヵ

所
ぐ
ら
い
に
や
っ
て
お
く
の
で

あ
る
。伽

が
降
っ
て
垪
水
し
、
水
が

一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一

蟹
釣
り

一ハーヘー/､＝～/Lﾊー 〆、‐／､-ヘーノLへ～～へ一

拍なしえなてほ配出込がのがへ
雁はいて齪米とﾞして ん け 網 ら 斑
だ人彼いをたドて米だてをみ術
つ い のた梶･流ぃな。ざ取にi!'j
たにそ。 り 兄 の たいとぶろ』ﾉ｜の
。蹄のふ、る片坐とのこんうつ次

き, I ､ f だ I _ Iとにこでろととかりj
、砿んに派迫る、がぱしか坊

ヤぶは網にぃ、特なかてっー

ンりおをは｜舌一えなかり湖たが
ヤにと<大がi･で な ル モ 流 I ' l ，
の衿なわきつ｜＃ l 心 か び め 分 し

濁
っ
て
い
る
畔
が
一
酢
釣
れ
る

一
榊
先
に
お
ろ
し
て
お
い
た
も

の
か
ら
順
ぐ
り
に
ｋ
げ
る
が
、

・
畔
川
維
に
す
る
の
で
あ
る
。

隈
は
、
一
匹
と
い
わ
ず
イ
ヅ
バ

イ
（
・
杯
）
と
い
う
。
大
き
な

や
つ
は
そ
の
Ｆ
ご
た
え
で
わ
か

る
が
、
こ
れ
は
ハ
サ
ミ
の
Ｅ
が

モ
ジ
ャ
モ
ジ
ャ
し
て
い
る
。
こ

う
し
た
大
物
を
ワ
ヅ
ハ
砿
と
い

っ
た
。
小
さ
い
の
は
ク
モ
蝋
で

(8)

● へ～/一

あ
る
。
一
晩
に
三
十
か
ら
丘
十

も
釣
れ
た
も
の
で
、
大
物
が
ど

ん
ど
ん
か
か
る
と
や
め
ら
れ
な

い
も
の
だ
。

さ
て
、
こ
の
料
川
法
。
齪
力

ヤ
ギ
は
、
〃
空
の
ド
で
柵
を
か

け
る
の
が
な
ん
と
い
っ
て
も
一

舟
。
齪
は
甲
羅
を
と
っ
て
、
鍋

に
・
度
入
れ
、
そ
れ
に
畑
か
に

ら
取
り
た
て
の
ナ
ス
を
入
れ
て

殻
る
の
で
あ
る
。
鰹
の
ハ
タ
キ

（
カ
マ
ボ
コ
）
は
こ
れ
に
ま
さ

る
の
だ
が
、
大
岫
に
と
れ
た
聯

で
な
い
と
イ
ダ
ワ
、
ン
グ
テ
（
も

っ
た
い
な
く
て
）
や
ら
れ
な
い

雌
後
に
、
盤
釣
り
の
忠
い
出

土
注
令
つ
◎

あ
る
畔
、
一
締
に
盤
釣
り
し

て
い
て
仲
間
の
カ
イ
ム
の
オ
ヅ

（l保、ちゅう(〕つぷ・ひよこ組のみなさん

（2保、ききょう組のみなさん）

わ
た
し
た
ち
を

交
通
事
故
か
ら
守

●

さくら組のみなさん3保

l保 fつ組のみなさ人

つつ

て

ね
ノ

●

（4）



金…木…だ懸渓…よ…り

み
な
さ
ん
ご
小
知
の
よ
う
に

イ
ン
ベ
ー
ダ
ー
ゲ
ー
ム
の
流
付

は
全
川
的
な
も
の
で
あ
り
、
以

内
に
お
い
て
も
か
な
り
朧
九
で

_リー

リ

こ
の
ゲ
ー
ム
は
非
術
に
お
命

か
か
か
り
、
惟
從
の
雌
駄
づ
か

い
が
心
配
さ
れ
ま
す
。
町
内
の

、
づ
の
中
挙
校
で
お
こ
な
っ
た

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
に
よ
る
と
、

イ
ン
ベ
ー
ダ
ー
ゲ
ー
ム
を
し
た

こ
と
が
あ
る
と
祥
え
た
唯
從
は

彗籠藍 イ
ン
ベ
ー
ダ
ー
ゲ
ー
ム

に
つ
い
て

お
願

呂走、 ｌ
金
木
町
校
外
指
導
連
絡
協
議
会
Ｉ

〔

し
よ
墨
フ い

命
体
の
六
削
以
ｋ
に
の
ぼ
り
、

そ
の
咋
数
は
・
川
に
使
っ
た
お

金
が
几
、
川
以
内
と
符
え
て
い

ま
ず
が
、
な
か
に
は
．
Ｍ
で
．
↑

ｒ
几
、
川
も
使
っ
た
と
い
う
生

從
も
い
ま
し
た
。

他
の
地
Ⅸ
で
は
こ
れ
に
関
池

し
て
、
ゲ
ー
ム
代
欲
し
さ
に
淡

み
を
し
た
り
、
ま
た
夜
遊
び
や

そ
の
他
い
ろ
い
ろ
な
問
迦
が
起

き
て
い
る
こ
と
は
析
川
誰
の
縦

遊
で
ご
存
じ
の
こ
と
と
忠
い
ま

鯵″
〃
肌
、
Ｌ
【
鞭
ざ

‘1"私

●

急
、
ク
と
、
ワ
ー
プ

雲 ｊ

叫
協
縦
灸
で
は
他
の
脂
禅
川

体
と
の
辿
絲
の
も
と
に
、
惟
從

の
雌
ｆ
行
成
と
い
う
肌
点
か
ら

イ
ン
ベ
ー
ダ
ー
ゲ
ー
ム
を
さ
せ

な
い
よ
う
巾
し
合
わ
せ
、
指
弾

し
て
お
り
ま
す
の
で
、
こ
の
胃

を
ご
州
解
さ
れ
、
ご
協
力
ド
さ

鼎
と
叫
川
氏
年
金
協
会
で
は

川
氏
年
金
峡
を
卜
・
川
に
Ⅲ
雌

す
る
こ
と
に
な
り
、
小
挙
惟
の

淵
辨
、
絵
川
作
紬
を
雑
雌
し
て

い
ま
す
。

こ
の
川
氏
年
金
腱
は
、
今
年

で
卜
几
川
川
を
む
か
え
ま
す
が

雌
年
た
く
さ
ん
の
応
維
が
あ
り

小
学
生
の
坪
川
毅
汀
の
向
ｋ
に

が
い
し
て
い
ま
す
。

。

習
字
・
絵
画
の
作
品
を
募
集
中

何6

塗
l///’

§ザ
次
の
″
々
よ
り
命
水
川
社
会

祁
祉
協
俄
会
へ
存
付
か
あ
り
ま

優
秀
な
作
品
に
刺
し
て
は
、

尚
状
や
肥
念
岫
が
州
ら
れ
る
こ

と
に
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
各

挙
校
を
旭
じ
て
ど
し
ど
し
応
罪

し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
応
群
の
し
め
切
り
は

九
川
・
・
・
ｌ
Ｈ
ま
で
と
な
っ
て
い

ま
す
が
、
派
し
い
こ
と
は
町
雌

繩
川
氏
年
金
係
で
お
小
ね
く
だ

』
ご
い
◎

つ
よ
う
お
伽
い
い
た
し
ま
１

町
の
話
題

に
右
方
号
／
だ

●
阿
部
典
也
（
ハ
弘
）
翁
木

今
俊
樹
〈
硲
伽
）
蒋
良
巾

成
川
賜
平
（
微
夫
）
命
水

前
川
修
州
（
岻
咲
）
神
脈

叫
海
が
災
（
仰
友
）
斑
棚

祁
砧
邦
良
（
味
）
企
水

竹
内
玲
α
』
（
概
括
）
藤
枝

苅
川
帷
也
ｆ
（
灘
・
◇
・
）
企
水

仙
賜
克
川
（
那
厚
）
〃

川
場
収
弁
〃
』
（
ｆ
ｆ
）
〃

伊
膝
麻
生
（
肱
｝
洋
良
市

恨
昨
光
岫
（
勝
）
企
水

今
沙
夜
化
（
繩
岐
）
洋
良
巾

○○○し
l11l;ll松l:た

脇III藤，
秋lﾘl
雄典姉
さささ

ん，tん

－ご誕生‐

おめでとう
二
■
■一
（
川
川
川
分
） 縁 宏一~旨一二

〃、

r‐r‐「．
’11

lil'l111
1ー－

11

鍵
''’

l!t
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一

ll'l:
‘,',f
RU
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良
'|j

大
蛎
ひ
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惟
川
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山
中
血
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加
彦
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加
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Ｊ
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Ｊ
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Ｉ
ｌ
ｊ

○
服
芥
肚
樹
さ
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・
″
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ｎ

ｋ
１
円
）

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

岡
川
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一
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撫
良
巾

水
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I'［
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1:II!

j'‐

伽
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緑
（
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山
中
澗
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伽

神
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弘
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一
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航ｑＩｆ
６

宿
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０
Ｊ
Ｊ
Ｊ
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崎

冊
Ｌ
’
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ド
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口
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ザ
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（
父
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今
金
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、
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姉
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押
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（
し
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）
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翁
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（
榧
州
内
吹
毯

（
六
月
Ｍ
出
分
）

（
Ⅷ
雌
冊
理
識
一
嘩
睡
郵
錆
稲
極

（
計
唯
辨
討
稚
一
墹
菫
劫
噛
唯
時

今
希
巳
子
（
正
紀
）
喜
良
市

山
中
真
理
奈
（
久
史
）
嘉
瀬

相
馬
泰
樹
（
敏
夫
）
金
木

白
川
ひ
さ
子
（
筏
康
）
川
倉

中
田
圭
（
逸
男
）
藻
瀬

伊
丸
岡
奈
沌
美
（
敏
昭
）
幣
良
市

角
田
有
希
（
挙
志
）
金
木

木
下
博
遼
（
真
二
嘉
瀬

山
中
端
子
（
啓
測
）
淵
瀬

直柾
道lノリ
一郎
背一
森金
ili木

（
岬
峅
内
所
謎
定
霧
詐
）
一
割
轆
柿

（
椛
誕
干
罐
錨
一
辨
峠
則
認
胴
碑

、
（
淋
鋪
倖
痙
一
麺
畔
一
錘
揃
称

Ｐ
．
弔
伊
、
Ｆ
１
１
ｊ
ｏ
Ｒ
吟
Ｉ
‐
Ｌ
１
帆
孔
悩
８
■
ｑ
肘
￥
１
０
０

（
幟
轆
岡
棚
極
一
癖
』
岬
一
軒
“
価

（
岬
唯
干
恥
砕
一
州
稀
一
幟
川
躰

（
畔
岫
炉
推
提
畢
州
訓
）
細
所
細

（
幟
酬
痙
謎
一
種
弧
郎
↑
磯
祁

、

Ａ
ｍ
Ｉ
恥
１
１
■
ｈ
１
ｌ
Ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｆ
ｌ
Ｐ
ｒ
１
１
Ｉ
Ｉ
’
Ｕ
Ｊ
‐
Ｉ
ｈ
０
‐
ロ
田
Ｒ
Ｉ
ｂ
Ｉ
‐
Ｉ
ｊ
１
ｉ
ｌ
Ｂ
７
Ｊ

－
（
腋
忠
里
型
蠅
悪
榊

夕
Ｊ
Ｉ
例
川
ど
■
Ⅱ
Ｈ
１
、
‐
Ｉ
Ｉ
Ｎ
Ｉ
ｈ
ｒ
弓
．
．
ｌ
Ｉ
Ｉ
Ｊ
，
由
。

（
州
蹄
毅
錐
一
》
佶
一
糾
収
細

（
岬
伽
櫻
訓
企
証
峨
郵
）
姉
師
仲

（
峨
叶
典
峡
雄
一
梱
畔
一
幟
聞
躰

（
垂
榊
癖
↑
一
州
郷
一
秘
戸
何

（
杣
川
け
咋
泓
一
榊
誰
）
搾
知
州

く
い
“
け
唾
恭
一
幟
鑑
一
榊
叫
価

鰯
協
脚
譲
応
獅

一
へ
（
砿
皿
弘
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空
模
様
は
お
ち
つ
か
な
い
と

は
い
え
、
あ
の
暑
さ
の
ひ
ど
か

っ
た
八
月
も
過
ぎ
、
雲
の
ゆ
き

か
い
や
草
木
の
た
た
ず
ま
い
は

Ｈ
蛎
し
に
秋
の
気
配
が
澱
く
な

っ
て
、
い
よ
い
よ
〃
新
涼
の
秋

〃
を
迎
え
ま
し
た
。

九
月
は
古
名
を
「
長
月
（
な

が
つ
き
）
」
と
い
い
ま
す
。
こ
の

月
が
特
に
日
数
が
多
い
わ
け
で

も
な
い
の
に
「
長
月
」
は
お
か

し
い
と
『
年
浪
草
』
に
は
「
夜

長
川
」
の
略
だ
ろ
う
と
解
釈
し

て
い
ま
す
。

我
が
家
の
庭
で
聞
く
虫
の
演

奏
会
は
、
秋
の
夜
長
の
た
の
し

い
ひ
と
と
き
で
す
が
、
九
月
は

い
や
な
台
風
の
シ
ー
ズ
ン
で
す
。

台
風
は
毎
年
必
ず
と
い
っ
て
い

い
ほ
ど
や
っ
て
き
て
、
Ⅲ
本
の

ど
こ
か
へ
上
陸
し
ま
す
。
た
と

え
上
陸
し
な
く
て
も
、
近
く
を

通
れ
ば
大
雨
を
降
ら
せ
た
り
し

て
被
杵
を
残
し
て
行
き
ま
す
。

「
災
害
は
忘
れ
た
こ
ろ
に
や

っ
て
く
る
」
と
い
わ
れ
ま
す
。

も
し
も
の
時
、
家
族
は
ど
こ
へ

逃
げ
る
か
を
紙
し
合
っ
て
は
い

か
が
…
…
…
。
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